
CQR（Color Quick Reference）の「改ざん耐性」 

本人が悪意を持っていても信用を担保できるセキュリティ構造 

 

現時点での「CQR が悪意ある本人による改ざんに強い理由」と「今後の強化ポイント」を

整理します。 

 

CQR が改ざんに強い理由 

 

1. 暗号署名による改ざん防止 

• CQR 内に格納されているデータは、ハッシュ値やデジタル署名で保護されており、内容

を書き換えると検証が通らない。 

• 改ざん検知がスキャン側で即時可能。 

 

2. データのハッシュ整合性 

• 例：SHA-3 や BLAKE3 等のハッシュ関数により、元データを 1 バイトでも改変すればハ

ッシュが一致しなくなる。 

• 「目に見える改ざん」ではなく、「見えない不正も即座に検出可能」。 

 

3. CQR はスタンドアロン構造 

• 通信を前提としないため、外部サーバーを経由せずにスキャン側で検証完結。 

• ネットワークからの中間改ざん（MITM）などがそもそも発生しにくい。 

 

4. CQR の発行者が特定可能 

• CQR には発行元の公開鍵や証明者 ID を埋め込む設計が可能であり、なりすましや偽造

が難しい。 

• 「本人による不正生成」を防ぐ「署名検証の透明性」が担保される。 

 

今後さらに強化できるポイント（将来） 

 

● 量子耐性暗号（Post-Quantum Cryptography） 

• Kyber や Dilithium など、量子コンピュータでも破れない署名方式を組み合わせれば、将

来的にも改ざん不可能な構造に。 

 

 



● 時間的制約（タイムスタンプ署名） 

• 署名に「日時」が埋め込まれており、不正利用の繰り返しや再利用もブロック可能。 

 

● コンテキスト署名（環境署名） 

• 位置情報、センサー情報などを含んだ署名構造を加えることで、「そのとき・その場所・

その端末でしか使えない」CQR の発行も可能。 

 

 

CQR は自己署名型でありながら、暗号化・署名・ハッシュによって内容改ざん

を事実上不可能にしており、本人が悪意を持っていても破綻しない構造になっています。 

 

この「本人すら不正できない・証明できないものは信用されない」設計思想こそ、 

信用装置としての弊社の真価であり、将来的な国際展開・制度連携の基盤にして行きたく存

じます。 


